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キレー ト樹脂を担体としたオスミウム触媒の開発とアルケンのジオール化反応
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【背景】四酸化オスミウムを触媒とするオレフィンの酸化反応は 1,2-ジオール誘

導体の効果的な合成法として重要である｡しかし､四酸化オスミウムは揮発性で

毒性が高く､結晶あるいは水溶液としてアンプル瓶に封入の上市販されている｡

小林らはマイクロカプセルに閉じ込めた酸化オスミウムを調製し､オレフィンの

ジオール化触媒として適用している(S.Kobayashi,etal.J.Org.Chem1998,63,6094)｡
今回我々は､ポリスチレン系合成樹脂をバックボーンとしたイミノジ酢酸系キレ

ー ト型樹脂(三菱化学ダイヤイオン CRll)にオスミウム金属を捕捉することで､揮
発性を抑えた触媒である不均一系Os/CRllを開発した｡

【方法 ･結果】cRllに対してオスミウム金属の重量比で 5%に相当する四酸化オ

スミウムをMeOHに溶解し､CRllとともにアルゴン雰囲気下室温3日間撹拝した｡

生成した紫色粉末を吸引櫨取し､24時間減圧乾燥することで5% os/CRllを調製

した｡触媒量の 5% Os/CRllとともに基質に対して 1.1当量のⅣ-メチルモルホリ

ンN-オキシドPMO)を添加すると､アセ トン-水(7:3)の混合溶媒中室温で､多様
なアルケンの酸化が効率よく進行し､対応するジオール体をそれぞれ高収率で得

ることができた｡残念ながら反応終了後の溶液中-のオスミウムの顕著な溶出が

認められ､触媒の再利用には至ら

なかった｡ しかし､CRllに担持す Rこ ,R35NÔJ.0冒/管.Rgqlu(iこ:Pmol%)
R2RR4

ることにより､不揮発性で秤量が

容易な利便性の高い試薬として開

発することができた｡
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